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　 図 １ に お い て 、 ２ つ の 濾 過 ユ ニ ッ ト ２ の 最 左 の も の は 濾 過 段 階 に あ り 、 こ の ユ ニ ッ ト を
通 っ て 濾 過 さ れ る 流 れ の 移 動 は 矢 印 で 示 し て あ る 。 主 軸 ３ は 濾 過 さ れ る 流 れ を 、 ユ ニ ッ ト
２ に 共 通 な 入 口 流 路 （ 図 示 せ ず ） か ら 入 口 ア セ ン ブ リ ４ を 通 っ て 濾 過 室 の 中 へ 案 内 す る 。
濾 過 室 ５ は ８ つ の 円 筒 形 の 、 中 心 軸 ７ の 周 り に 環 状 に 配 設 さ れ る ろ う そ く 型 濾 過 要 素 ６ を
備 え 、 中 心 軸 ７ は 濾 過 室 の 管 か ら 形 成 さ れ 濾 過 要 素 の 支 え と し て 動 作 す る 。 濾 過 処 理 中 、
濾 過 は 濾 過 さ れ る 液 体 で 完 全 に 満 た さ れ て い る 。 濾 過 さ れ る 液 体 は 濾 過 室 ５ の 濾 過 要
素 ６ の 、 金 属 あ る い は プ ラ ス チ ッ ク の ネ ッ ト な ど の 濾 過 材 料 か ら 作 ら れ る ジ ャ ケ ッ ト を 介
し て 、 濾 過 要 素 に 浸 透 し 、 濾 過 要 素 の 開 放 下 端 部 を 通 り 主 軸 ３ の 出 口 ア セ ン ブ リ ８ の 中 へ
浄 化 さ れ て 放 出 さ れ る 。 流 れ は そ こ か ら 濾 過 ユ ニ ッ ト ２ に 共 通 の 放 出 流 路 （ 図 示 せ ず ） へ
と 誘 導 さ れ る 。
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